
IoT / AI 時代だからこその
⾼度ITアーキテクト⼈材育成

（⼀社）⾼度ITアーキテクト育成協議会



IoT / AI 時代とは
• IoT (Internet of Things)
• 様々なモノがネットワークにつながる
• 情報の結合による新たな価値の創造
• 「⼈間」が使うネットワークと「モノ」が使うネットワーク

は求められる性能もコストも異なる
• AI (⼈⼯知能技術)
• ビッグデータを⽤いて深層学習を⾏うことで⼈間が⾏ってい

た判断を機械が⾏う
• 多量のデータを⾼速な計算資源で処理
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データ処理は⼤事だが
• IoT や AI は「新たなイノベーション」
•しかし。。。それらを⽀えるのはインフラ
• インフラ無きセンサーネットワーク？
• インフラ無きビッグデータ？
• インフラ無きデータ処理基盤？

•ありえない！
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いまこそインフラを⾒直す時
•従来の「⼈間が使うネットワーク」とは異なる
• 求められる遅延性能、帯域、耐障害性

•アイディアを即時に実現するインフラ
• ソフトウェア資源を最⼤限に活かすインフラ構築
• 運⽤できるインフラ
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アイディア サービス構築 成功への鍵迅速性 スモール
スタート



SDN / NFV
•インフラーキーワード
• SDN (Software Defined Networking)
• NFV (Network Functions Virtualization)

•アプリケーションキーワード
• IoT
• Big Data
• AI
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SDN	/	NFV	スキル例
• コンピュータサイエンス
• アルゴリズム基礎
• ネットワーク基礎
• OS	基礎
• セキュリティ基礎

• プログラミング
• オープンソース
• 仮想化技術
• クラウド構成技術
• SDN	技術

• IP	技術基礎
• 伝送技術基礎
• インターネット
• サーバ技術

全ての ICT	技術の基礎理論
座学として学ぶべき基礎要素

実ユースケースを基にした実習
失敗できる環境の提供

従来の通信事業者が教育しているエリア



様々な⼈材育成
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不⾜する⼈材
• 経済産業省による統計
• 情報セキュリティ⼈材

は、現在約28万⼈、不
⾜数は約13万⼈である
が、2020年には不⾜
数が20万⼈弱に拡

• 先端ＩＴ⼈材は、現在
約9.7万⼈、不⾜数は
約1.5万⼈であるが、
2020年には不⾜数が
4.8万⼈に拡⼤
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調査結果の概要 

 

ＩＴ人材の需給に関する推計 【参考図１】 

・マクロな規模でのＩＴ人材（IT 企業及びユーザ企業情報システム部門に所属する人材）は、現在の

人材数は約 90 万人、不足数は約 17 万人と推計された。今後 2019 年をピークに人材供給は減少

傾向となり、より一層不足数が拡大する。 

 ※報告書本編では、ＩＴ市場の成長率と生産性向上見込みについて、シナリオ別に推計を実施している 

・情報セキュリティ人材は、現在約 28 万人、不足数は約 13 万人であるが、2020 年には不足数が

20 万人弱に拡大。 

・先端ＩＴ人材は、現在約 9.7万人、不足数は約 1.5万人であるが、2020年には不足数が 4.8万人に

拡大。 

 

参考図１. IT 人材の需給に関する推計結果の概要 

 

今後のＩＴ人材の活用・確保に向けた方策 

人材不足が今後より一層深刻化すると考えられる中、ＩＴ人材の育成や確保に向けて取り組むべき

内容を、以下の５つのポイントに集約して示した。 

①より多様な人材（女性、シニア、外国人材）の活躍促進 【参考図２】 

②人材の流動性の向上（高付加価値領域への戦略的人材配置） 

③個々のＩＴ人材のスキルアップ支援の強化 

④ＩＴ人材への処遇やキャリアなど、“産業の魅力”の向上 

⑤先端ＩＴ人材、情報セキュリティ人材、ＩＴ起業家などの重点的な育成強化 

別添 



理系出⾝者の割合
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参考図 2. 女性・シニア IT 人材・外国籍 IT 人材の活用のメリット 

 

諸外国のＩＴ人材との比較調査 

今後の IT 人材の確保・育成に向けた方策検討の一環として、「ＩＴ人材に関する各国比較調査」を

実施し、IT 人材の属性【参考図３】や実態について他国との比較を試みた。例として、各国ＩＴ人材

の年収に関する調査結果を【参考図４】に示す。 

 

 

 

参考図３. 回答者属性に関する調査結果例 

（日本は管理職クラスの割合が少なく、理系専攻出身者も少ない傾向） 

 



IT ⼈材の年収
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参考図４. 各国ＩＴ人材の年収分布 



サービス構築に対する考え⽅
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ソフトウェアを使う利点
• 即時性
• カスタマイズ性
• スモールスタート

従来 ICT を利活用
していなかった分野

＋
アーキテクト
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Interop Tokyo でのネットワーク構築事例
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Service Chainingを前提としたバックボーン
Function Pool

• バックボーンはシンプルで安定したL3NWで構築
• 出展社に提供する機能は両系の

Function Poolに集約
• L2トンネル技術で出展社収容から

Function PoolまでL2延伸
• Pool内ではBGP Flowspecを⽤いて

Service chainingを実現
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Service	Functions
(CGN,	DPI	etc...)

ユーザ収容ネットワーク
TEP(Tunnel End Point)

• L2トンネル技術によるユーザネットワークの延伸
• エッジから直接サービスチェインネットワークへ接続
• 間はシンプルなL3バックボーンで構築(最短経路で配送)

ShowNet Backbone
Simple Layer-3 networkユーザネットワーク ファンクションプール



Function Poolとは
Function Pool

• Network Functionを集約したプール
• ShowNetでは冗⻑のため２つのFunction Poolを構築

左右のFunction PoolをそれぞれBlue/Greenとする
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Function Pool Blue Function Pool Green



VRFによるFunction Sliceの構築
Function Pool

• 各VRFにFunctionを収容
• VRF ChainによってService chainingを実現
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Interop Tokyo での⼈材育成
• STM : ShowNet Team Member
• 毎年 150名以上の応募者から 30名程度が選出
• Interop 期間中にネットワーク構築のボランティア
• ここから NOC (スペシャリスト) になった事例も
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新しい時代に求められるエンジニアとは
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• セキュリティ

• コンピュータサイエンス
• アルゴリズム
• OS 基礎

• サーバ構築
• ソフトウェアインストール
• サーバ運用
• ホスト仮想化

• プログラミング
• クラウド API 活用
• オープンソース活用• ネットワーク構築

• ルーティング
• ネットワーク仮想化
• ネットワーク運用
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NFV	��

�
�����

「アーキテクト」できる人材の育成が急務



そのための教育体制を
•⾼度 IT アーキテクト育成協議会

• AITAC : Advanced IT Architect Human Resource Development Council
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Advanced IT Architect 
Human Resource Development 
Council

Advanced IT Architect 
Human Resource Development 
Council

Advanced IT Architect 
Human Resource Development 
Council

Advanced IT Architect 
Human Resource Development 
CouncilCAIT

A

「育てる」をイメージした「新芽」をモチーフにしたデザインと、「シャープ」、「シンプル」なフォルムなどで「IT」らしさを表現しました。

一般法人　高度ITアーキテクト育成協議会　ロゴデザイン案 may. 24, 2017

「整備」「サポート」をイメージした
「モンキーレンチ」をモチーフにしたデザイン

「手のひら」「横顔」「新芽」で、「人を育てる」を表現

「新芽」の周りから情報が取り巻いているイメージ

「設計」「つながり」を表現

A B C

D E F

G H I

J K

「設計」「つながり」を表現 「設計」「つながり」を表現

https://AITAC.jp/



育成を⽬指す⼈材像
• トップアーキテクト
• ICT 技術を「武器」としてアイディアをシステムに

具現化できる⼈材
• フルスタックエンジニア
• 従来の区分である

「ネットワーク管理者」と「サーバ管理者」
の垣根を超えたハイブリッドなエンジニア

• 運⽤できるエンジニア
• システムを理解しトラブルを解決できる⼈物
• 「マニュアル」に従うのが運⽤ではない
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⼈材育成のステップ
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• 段階をふんだ学習体制
• 段階毎の認定制度
• 実践的シナリオに基づいた

グループ学習制度

履修段階 主に学生のケース 主に社会人のケー
ス

STEP	1	(座学・演
習)

半期(15週)	授業 x	2 集中講義(3日)	x	4

STEP 2	(実習) 集中実習(5日)	x	3 集中実習(5日)	x	3

STEP	3
(プロフェッショナ
ル育成)

インターンシップ (1ヶ
月)
Interop	Tokyoへの参
加

人脈形成をサポート



座学カリキュラムの例
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• 沖縄オープンラボラトリと
次世代NSPコンソーシアムが協力

• 大学と連携した講座設置
• 集中セミナーの開催
• データセンターに設置された

実習設備を利用
• 実環境を利用した

ソフトウェアインフラの構築実習



会員募集中 !!
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3. 財源 6

寄付講座費用

カリキュラム研究開発
費用

一般社団法人

演習・実習環境

環境運営管理費用

大学・高専・専門学校構成員
（理事会社＋一般社員）

会費

受講生
（学生＋社会人）

受講費（※）

事務局運営費用
講師謝金

データセンター 商用クラウド（※）教育訓練給付制度等を検討

会員のメリット
• カリキュラム・実習環境への提言
• 実習環境の利用
• 受講生の無償派遣
• 学習教材の自社利用

連絡先 : contact@aitac.jp

https://AITAC.jp/


